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計画の策定（Plan）

(１)組織の概要（事業者名，所在地，事業の概要，事業規模など）

1.事業所名・所在地
〇組織名　：株式会社とませい

〇代表者名：代表取締役　渡辺　秀敏

〇事業所名及び所在地

　本社　　　　　　　　　　　　　　　：北海道苫小牧市柳町2丁目2番8号
　有明事業所　　　　　　　　　　　　：北海道苫小牧市有明町1丁目2番40号
　エコワークス苫小牧　　　　　　　　：北海道苫小牧市字勇払286番地8

2.事業の概要
〇一般廃棄物及び産業廃棄物の収集運搬

〇産業廃棄物の中間処理

〇上下水道・浄化槽・道路などの清掃・維持管理

3.環境管理責任者及び環境管理担当者

環境管理責任者：専務取締役　藤川　正史

環境事務局長　：常務取締役　湊　崇

4.事業規模
【設立】 　　昭和43年9月27日
【資本金】　 2000万円
【社員数】 　91名

【年度 売上高】　13億2000万円

【保有車両の種類・台数】

柳町本社

高圧洗浄車　 2台
超高圧洗浄車 1台
強力吸引車(10t以上) 6台
特殊強力吸引車(10t以上) 1台
給水車 2台
テレビカメラ車(小中口径) 1台
路面清掃車 2台
水密ダンプトラック 11台
衛生車(し尿等バキューム車) 3台
塵芥車(ゴミ収集車) 12台
着脱式コンテナ車 3台
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キャブオーバー 3台

有明事業所

塵芥車(ゴミ収集車) 6台
ショベルローダ 1台

エコワークス苫小牧

特殊強力吸引車(10t以上)　1台
ホイールローダー(2.0クラス)　1台 (今年度追加)
ホイールローダー(1.3クラス)　1台
バックホウ(0.4クラス)　2台
バックホウ(0.14クラス)　1台
土質改良機(コマツ・BZ210)　1台 (今年度追加)
土質改良機(日立・SR2000G)　1台
フォークリフト(2.5tクラス)　1台

【産業廃棄物処理業における施設などの状況および認可】

1.許可の内容及び施設等の状況

一般廃棄物収集運搬許可　苫小牧市許可1号
許可年月日 令和4年10月1日　許可の有効期限 令和6年3月31日
事業の範囲 一般廃棄物、特別管理一般廃棄物、浄化槽汚泥等

　 積替え保管あり(家電4品目・資源ごみに限る)
　　 安平・厚真行政事務組合

許可期間　 令和5年4月1日 から 令和7年3月31日 まで

許可の種類 収集運搬業

　　 平取町外2町衛生施設組合
　　　　　　　　　　　　　　　許可期間　 令和4年10月21日 から 令和5年7月31日 まで

許可の種類 収集運搬業

産業廃棄物収集運搬業許可　　許可番号　第00110004831号
許可年月日　令和4年(2022年)9月16日　 許可の有効年月日　令和11年(2029年)8月30日

事業の範囲

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残

さ、ゴムくず、金属くず、ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず、鉱さい、以上、石綿含有産

業廃棄物であるものを含む。

また、水銀使用製品産業廃棄物であるものを含む。

積替保管施設

　設置場所　苫小牧市有明町1丁目2番40号

　保管場所1　廃油(廃食油)
　面積　1.8㎡　　保管上限　0.36㎥　　高さ　0.4m

　保管場所2　廃プラスチック類
　面積　36.0㎡　　保管上限　43.7㎥　　高さ　1.5m
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　保管場所3　紙くず
　面積　12.0㎡　　保管上限　14.6㎥　　高さ　1.5m

　保管場所4　木くず
　面積　12.0㎡　　保管上限　9.7㎥　　高さ　1.5m

　保管場所5　金属くず
　面積　13.2㎡　　保管上限　5.1㎥　　高さ　0.5m

　保管場所6　ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず
　面積　12.5㎡　　保管上限　7.4㎥　　高さ　1.5m

　保管場所7　紙くず、ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず(廃石膏ボード)
　面積　15.0㎡　　保管上限　6.7㎥　　高さ　1.4m

　保管場所8　金属くず、ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず(廃蛍光管)
　面積　2.9㎡　　保管上限　2.1㎥　　高さ　0.7m

　保管場所9　がれき類(コンクリートがら)
　面積　22.5㎡　　保管上限　9.7㎥　　高さ　0.5m

　保管場所10　がれき類
　面積　32.1㎡　　保管上限　19.5㎥　　高さ　0.7m

産業廃棄物処分業許可証　　許可番号　第00120004831号
許可年月日　　令和4年(2022年)9月27日　許可の有効年月日　令和11年(2029年)8月30日
　

事業の範囲

再生覆土材等の製造(脱水・造粒固化(燃え殻、汚泥(造粒固化にあっては無機性のものに限
る。)、ばいじん))

肥料原料等の製造(分離・生物処理(汚泥(有機性のものに限る。)、廃油(動植物性のものに限
る。)、廃酸(有機性のものに限る。)、廃アルカリ(有機性のものに限る)))。

施設の種類　　汚泥の脱水施設

　設置場所　　　苫小牧市字勇払286番地2及び8
　設置年月日　平成16年(2004年)4月21日
　処理能力　　　59.0㎥/日(24時間)、2.5㎥/時間
　許可年月日　平成18年(2006年)2月9日
　許可番号　　　胆環生第2969号

施設の種類　　燃え殻、汚泥(無機性に限る。)、ばいじんの造粒固化施設
　設置場所　　苫小牧市字勇払288番地1
　設置年月日　平成23年(2011年)6月29日
　処理能力　　1186.4㎥/日(8時間)、148.3㎥/時間

施設の種類　　汚泥(有機性のものに限る。)、廃油(動植物性のものに限る。)、

3



　　　　　　　廃酸(有機性のものに限る。)、廃アルカリ(有機性のものに限る。)
　　　　　　　の分離・生物処理施設

　設置場所　　苫小牧市字勇払286番地2、3、8及び9
　設置年月日　平成17年(2005年)5月23日
　処理能力　　187.7㎥/日(24時間)、7.8㎥/時間

施設の種類　　保管場所1
　設置場所　　　苫小牧市字勇払286番地2、3、8及び9
　面　積　　　　103.7㎡
　種　類　　　　ばいじん

　保管上限　　　148.2㎥
　高さ　　　　　2.5ｍ

施設の種類　　保管場所2
　設置場所　　　苫小牧市字勇払286番地2、3、8及び9
　面　積　　　　7.84㎡
　種　類　　　　ばいじん

　保管上限　　　10.0㎥

施設の種類　　保管場所3
　設置場所　　　苫小牧市字勇払286番地2、3、8及び9
　面　積　　　　20.8㎡
　種　類　　　　汚泥(有機性のものに限る。)、廃油(動植物性のものに限る。)、
　　　　　　　　廃酸(有機性のものに限る。)、廃アルカリ(有機性のものに限る。)
　保管上限　　　38.4㎥

【産業廃棄物の処理実績】

受託した産業廃棄物の 処理量(2022年度4月～2023年3月)
収集運搬量：20,831.98t
中間処理量：20,282.33t

【処理方式、処理工程図】
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2.対象範囲・期間・発行日

対象範囲

株式会社とませい全組織

対象期間

2022年 4月～2023年 3月

発行日

2023年 5月 23日
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(３)環境経営方針

基本理念

TOMASEIグループは地球を愛し、ここにいきる人々を愛しています。

そしてこれからを担う子供達や未来の子供達へ美しい地球と、本当の「豊かさ」と「幸せ」を手渡

すために独創的なエコプロジェクトで新たな技術に挑戦します。

”持続可能な環境の創造は地球市民に課せられた使命である”と認識し、環境及び周辺地域への
影響を低減するため、社員一人ひとりが責任を持って環境保全活動に取り組みます。

エコアクション21行動方針

1.環境及び廃棄物処理事業に関わる法規制等を順守します。

2.環境マネジメントシステムの運用により電気・燃料など環境負荷低減の目標を設定し、

　継続的改善に努めます。

3.当社の環境教育、啓発活動を推進し、環境行動の基盤である全社員の意識の継続的

向上を図ります。

4.当社の環境方針を広く一般に発信し、上下水道などの公共インフラに対する環境保全活動

　を進め、地域社会に貢献します。

2021年5月31日　

渡辺　秀敏
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(４)環境経営目標・環境経営計画
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計画の実施（Do）

(６)環境経営計画に基づき実施した取組内容（実施体制を含む）

1.実施体制
代表取締役

・環境経営システムの総責任者

・環境経営マニュアルの承認

・各計画書・書類の承認

・「経営における課題とチャンス」の整理・明確化

・環境経営方針の策定

・EA21の実施体制構築/各自の役割・責任権限の決定(with管責)/全従業員への周知
・EA21を運用・維持するための経営資源の用意
・方針・目標及び計画・実施体制の見直しと指示

・環境経営レポートの承認

環境管理責任者

・環境経営システムの実施責任者

・環境経営マニュアルの確認

・各計画書の確認

・環境事務局の業務統括

・各訓練の実施指示

・目標・立案の責任者

・EA21の実施体制構築/各自の役割・責任権限の決定(with代表者)
・取組の問題点の報告を受ける

・環境経営レポートの確認

EA21事務局

・環境経営目標・環境経営計画の立案

・各文書の作成・原本の保存管理

・各情報の集計

・各所属長への周知

・各所属長からの意見などの集約・吸いあげ

・環境への負荷の自己チェックの入力

・環境関連法規等のとりまとめ・チェック

・目標・計画の立案⇒決定後部門長へ通達/周知
・全従業員対象のEA21教育・訓練の実施
・方針・目標・計画のための活動

・文書類とその一覧の作成・管理

・取組の集計・問題点の洗い出し・原因究明

・環境上の緊急事態対応訓練報告書・有効性の検証のとりまとめ

・環境経営レポートの作成

9



各所属長

・各部門への周知

・教育訓練の実施

・「緊急事態特定一覧表」「対応手順書」の作成・訓練の実施・記録の作成

・環境経営目標・環境経営計画に必要な情報の収集・提出

・顧客の要求事項一覧の作成・随時整理

・目標・計画の周知・活動

・環境に関する特定の業務の教育計画作成・教育・訓練

・環境情報受付記録の作成

・作業フロー・手順書の作成・見直し・更新

・「環境上の緊急事態特定一覧表」「対応手順書」の作成/見直し・訓練の実施・記録の作成
・SDS一覧表・対応表の作成/SDSの管理
・薬品・薬剤・油脂の適正管理

・環境関連法規等の遵守・従業員への指導

・環境情報受付記録に関する確認

・化学物質及び危険物の適正管理

・その他事故や問題発生時の報告

従業員

・EA21の教育訓練の受講
・方針・目標・目的の理解

・日々の取り組み・活動

・環境に関する業務の訓練の受講

・環境上の緊急事態訓練参加

・環境関連法規等の遵守

2.実施内容
燃料添加剤使用による燃料使用量の削減

各データの集計・フィードバック

新規受入量増加のための活動
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取組状況の確認及び評価（Check）

(７)環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価

当社の環境事務局では、環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組を「環境への取組自己

チェック表」と「環境への負荷自己チェック表」にて収集し、以下に結果・評価をまとめました。期間

は2021年6月〜2022年3月です。

1.CO2 1㎏あたりの限界利益 3％の増加(2019年度比)
上記の環境目標達成のため、燃料添加剤の使用・デジタコでのデータ集計・フィードバックを

おこないました。結果は以下の通りです。

総CO2排出量　ー グラフ１
引用「環境省電気事業者別排出係数一覧」

単位使用量あたりの排出量は0.000601〔t-CO2/kWh〕

合計CO2排出量
2019年度 1258.11t
2022年度 1158.63t

2022年度は2019年度から約8％削減することに成功しました。
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CO2 １Kgあたりの限界利益 ー グラフ２

　重機の修理が1か月に重なったことや、請求のずれの関係があり、月によっては目標に届か
ない月がありましたが、年度末での平均を見ると目標値から20％以上増加で目標達成となり
ました。これは、エコワークスの新規施設の稼働による売上・利益が増加したことが大きく寄

与していると考えられます。

　次年度以降は業務の受注予定もまた変化する事、国際情勢の変化により燃料費等の変動

費の高騰状況の改善見通しが難しい事から、長期的な予測自体も難しい状況ですが、

引き続き目標達成に向けてのモニタリング、及び結果のフィードバックを実施していきます。
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2.水道使用量の維持(2019年度比)
上記の環境目標達成のため、水道使用量を集計・フィードバックすることを行いました。結果

は以下の通りです。

4・5月分 6・7月分 8・9月分 10・11月分 12・1月分 2・3月分 計

2019 572 664 592 826 889 848 4391

2021 519 683 989 1188 581 730 4690

2022 521 761 730 749 493 645 3899

水道使用量〔㎥〕 ー 表1

2022年度6～9月は公共施設の井戸水枯渇により、弊社敷地より水道水を供給したためこのよう
な結果になったと考えられます。

他の月はおおむね維持でき、水道使用合計量も削減することができました。

来年度はエコワークスの施設稼働のため大幅に使用量が増えることが予想されます。

引き続きモニタリング・フィードバックを続けていきます。

13



3.産業廃棄物の発生量の維持(2019年度比)
上記の環境目標達成のため、産業廃棄物の発生量を集計・フィードバックすることを行いまし

た。その結果を以下のグラフにまとめました。

4月分 5月分 6月分 7月分 8月分 9月分 10月分 11月分 12月分 1月分 2月分 3月分 計

2019 47.73 43.83 27.91 164.4 56.55 52.4 121.17 71.59 65.85 110.23 96.33 76.68 934.67

2022 174.26 202.37 7.28 80.57 152.85 164.93 115.47 65.9 63.34 57.05 62.11 65.24 1211.37

産業廃棄物の発生量〔t〕 ー グラフ4

5月は移転に伴う構内整理などにより廃棄物が増加しました。
その他4,5,8,9月では発電所関係の海生物汚泥のうち、夾雑物が多く発生しているため、中間処理
施設で産業廃棄物が増加しました。

来年度は新施設稼働による影響も考えられますので、産業廃棄物の発生量も引き続きモニタリング

していきます。
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4.再生覆土材等の製造のための受入量3％の増加(2019年度比)
上記の環境目標達成のため、再生覆土材等の原料となる無機汚泥及びばいじんの受入量の

集計・フィードバックをおこないました。結果は以下の通りです。

再生覆土材等の原料受入量〔t〕 ー グラフ5

　今年度は新施設稼働や、毎年受託している昨年度分の業務が今年度へずれ込むなどし、

再生覆土材等の製造のための受入量は目標を大幅に上回りました。

　来年度からは新施設が本格稼働するため、引き続きモニタリング・フィードバックをしていき

ます。

15



(８)環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟な

どの有無

1.環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果
環境関連法規などの遵守状況の評価の結果は「環境関連法規などの遵守状況の結果」を使用

しまとめました。

主な環境関連法令は以下です。

・廃棄物の処理及び清掃に関する法律(廃掃法)
・水質汚濁防止法

・毒物及び劇物取締法

2.違反・訴訟等の有無
2022年4月〜2023年3月で、環境関連法規等の違反・訴訟はありませんでした。
また、関係当局からの違反等の指摘もありませんでした。
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全体の評価と見直し（Act）

(９)代表者による全体の評価と見直し・指示

取り組み状況の評価

①CO2 1kgあたりの限界利益の増加
　CO2の排出量は2019年度より約8％削減することができ、CO2 1㎏あたりの限界利益の1％増
(2019年度比)の目標も大きく上回り、達成することができた。次年度から新施設が年間を通して
稼働できることから、CO2 1kgあたりの限界利益は高まることが予測される一方、柳町の本社移
転に伴い、事業所として大きくなったことでCO2排出量が増えることが予測されるので、引き続き
モニタリングを続けていきたい。

②水使用量 2019年度から維持
　公共施設の井戸水枯渇により、水道水の使用量が増えているが、結果的には水使用量は削減

されている。次年度から新施設が年間管を通して稼働できることから、水使用量の増加が予測さ

れるので、引き続きモニタリングを続けていきたい。

③産業廃棄物の発生量 2019年度から維持
　海生物汚泥による夾雑物が多く発生したことや、本社移転に伴う廃棄物が発生し、目標達成で

きなかった。新施設の稼働では廃棄物の発生量増加にはつながらないと考えているので、以前

までの発生量は維持できると予測されるので、引き続きモニタリング・フィードバックをしたい。

④再生覆土材等の製造のための受入量の増加

　4月に大量の受け入れがあったことと合わせて、新施設の稼働や無機汚泥の受け入れ自体が
増加傾向にあることで、再生覆土材の製造量が大幅に増加している。次年度以降も新施設の稼

働と合わせて無機汚泥の受け入れの増加や、許可品目を追加する計画もあることから製造量は

増加すると予測されるので、引き続きモニタリングしていく。

実施体制の評価

　環境事務局として活動、運営されているが、現場への周知する部分でうまく伝わっていないと感

じており、各拠点の責任者が役割として活動の理解が不足していると感じる。次年度以降は事務

局から各拠点の責任者へ展開し、責任者から一般職まで浸透させるような組織とし、現場への

周知を確実なものにできることを期待する。

環境方針

　変更の必要性はなし

関係法令遵守状況

　法令違反はなし

総括
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　2022年度は4月からの活動ができ、1年間通してモニタリングすることで、目標に対してどの程
度達成できたのかがわかりやすくなった。また、本社移転や新施設稼働に伴い今後EA21を継続
していくうえで、新たに環境が変化したといえる。

　次年度以降、より活動を浸透させていくために、各拠点の責任者を中心にした組織とし、より環

境経営として進めていけるよう引き続き注意深く経過観察を行っていく。
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